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１）2012 年 6 月 20 日放送のタレント爆笑問題が出演する「探検バクモンスペシャル『爆笑問題の沖縄入門』」
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（２）調査の概要 
 筆者は 2010 年 4 月から 2011 年 3 月まで、Ｚ県の大都市部に位置する公立高校（以下、Ｘ高
校とする）1 年生「政治経済」担当の非常勤講師として勤務した。Ｘ高校は今年で創立 117 年
目を迎える県内でも有数の全日制男女共学の文武両道を実践している進学校として知られてい
る。長年、普通科と理数科が設置されていたが、2011 年度より新たに理数科を再編し文理学科
を設置した。生徒総数は 1,000 名を超えるまでになっている。筆者は当時の普通科 1 年生 3 ク
ラス（全７クラス）の政治経済を担当していた。 
 筆者は政治経済の授業カリキュラムの中の単元「現代社会の特質と課題」に位置づけられて
いる小単元「世論・選挙と政党政治」において、当時（2010 年 7 月）行われた参議院議員選挙


























月 24 日実施）に行った。その結果の一部をまとめたものが第１表である。 
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 主な設問は、「①あなたは今の日本社会の政治全般に興味・関心がありますか？」、「②今年












女子 29（46％） 14（22％） 20（32％） 
男子 27（48％） 15（26％） 15（26％） 
全体 56（47％） 29（24％） 35（29％） 
②今夏（2010 年 7 月 11
日）行われる参議院選挙に
興味・関心がありますか？
女子 17（27％） 29（46％） 17（27％） 
男子 17（30％） 27（47％） 13（23％） 
全体 34（28％） 56（47％） 30（25％） 
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 グループ（5 名×8 班）に分かれ、配られた資料（各政党
のマニフェスト）を個々人で目を通し、全体像を把握する。 

































 次回（翌週：2010 年 7 月 8 日）授業はじめに模擬投票
を行い、さらに翌週開票し、集計を行い、NHK 世論調査
を用い、世論の意見と比較検討を行った。 
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７）Fishkin and Laslett（2003：p.23）は、J. S. Mill のいう公的な問題を共に議論し合うことで社会変革
を好む社会的状況が創造され、そうした状況を‘School for Public Sprit’（公共的な精神育成のための学
校・鍛錬の場）と呼んだことに触れ、熟議の場面では、こうした「場」が提供されるであろうと主張して
いる。 
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吟味するか、といった点を加えた、計 5 点を挙げている。 
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